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島根県及び雲南市では独自に上乗せ支援を行いますので、国の支援と合わ
せると価格上昇分の１００％を支援金として交付します。



※秋用・春用いずれかに◯をつける

氏名（法人・組織名）

住所

電話番号

秋用肥料 春用肥料

R4.6月～10月 R4.11月～R5.5月

作物名 作付面積（ha）

その他

計

取組メニュー 前年度までの取組
令和４年度又は
令和５年度の取組

ア土壌診断による施肥設計

イ生育診断による施肥設計

ウ地域の低投入型の施肥設計の導入

エ堆肥の利用

オ汚泥肥料の利用（下水汚泥等）

カ食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）

キ有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用

ク緑肥作物の利用

ケ肥料施用量の少ない品種の利用

コ低成分肥料（単肥配合を含む）の利用

サ可変施肥機の利用（ドローンの活用等も含む）

シ 局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、灌注施
肥等）の利用

ス育苗箱（ポット苗）施肥の利用

セ 化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの施

肥量・肥料銘柄の見直し（ア～スに係るものを除
く）

ソ地域特認技術の利用（ ）

化学肥料低減計画書
作付概要

取組メニュー

（１）実施する（してきた）取組メニューに「◯」を付けてください。

（２）「令和4年度又は令和5年度の取組」には、実施する取組メニューが2つ以上必要です。そのうち1つ以上
は、新しい取組、従来の取組の強化・拡大（「◎」で記入）を含むようにしてください。

•

•

私は、添付した領収書（請求書）等記載の肥料（肥料費）について以下のとおり、確約します。

令和４年秋肥又は令和５年春肥として確実に購入し、自らの農業生産に使用します。

※チェック欄にチェックした上で署名してください。

氏名（自署）

○ ○

○ ◎

（注） 当年の肥料費は、秋用肥料については令和４年６月～10月、春用肥料については令和４年11月～令和５年５月に発注し
たことを証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料費を支払ったことを証明する書類（領収書等）または支払い
義務が生じていることを示す書類（請求書等）を提出すること。
なお、肥料の種類、数量、購入費が記載されているものに限る。



１．振込先

２．添付書類

通帳の写し（振込口座が確認できる通帳の表裏の写し等）

３．注意事項（該当するものに◯をつける）

重複申請あり（他の取組実施者にも申請）

取組実施者名（▲▲地域農業再生協議会 ）

○をつける 確約事項
下記について確約する。

令和４年秋肥又は令和５年春肥として確実に購入し、自らの農業生産に使用します。

振込手数料が控除された金額を支援金として受け取ることを了承します。

以下の場合には、支援金を返還すること、又は交付されないことに異存ありません。
・提出書類において、虚偽の内容の申請をしたことが判明した場合

・正当な理由がなく、化学肥料低減計画書に記載した取組を実施していないことが
判明した場合

※確約がない場合は、事業の申請ができません。
※個人情報は、本事業以外の用途には使用しません。

振込先口座申請書兼確約書

金融機関名 ○◯◯

支店名 ◯◯

金融機関コード １２３４

店舗コード １２３

種別 普通 ・ 当座

口座番号 １２３４５６７

フリガナ シマネ ハナコ

口座名義 島根 花子

重複申請なし



0852-55-5206

0854-28-9200

0854-40-1051

0854-54-2513

0854-76-2214

0853-21-6582

0853-73-9220

0854-83-8087

0855-72-0636

0855-75-1214

0855-95-1116

0855-52-7493

0855-22-3500

0856-31-0316

0856-72-0653

0856-79-2213

08512-2-8563

08514-2-0751







取組メニュー 前年度までの取組
令和４年度又は
令和５年度の取組

ア土壌診断による施肥設計

イ生育診断による施肥設計

ウ地域の低投入型の施肥設計の導入

エ堆肥の利用

オ汚泥肥料の利用（下水汚泥等）

カ食品残渣など国内資源の利用（エとオ以外）

キ有機質肥料（指定混合肥料等を含む）の利用

ク緑肥作物の利用

ケ肥料施用量の少ない品種の利用

コ低成分肥料（単肥配合を含む）の利用

サ可変施肥機の利用（ドローンの活用等も含む）

シ 局所施肥（側条施肥、うね立て同時施肥、灌注施肥等）
の利用

ス育苗箱（ポット苗）施肥の利用

セ 化学肥料の使用量及びコスト節減の観点からの施肥量・
肥料銘柄の見直し（ア～スに係るものを除く）

ソ地域特認技術の利用（ ）

氏名（法人・組織名）

住 所

電話番号

取組メニュー

（１）実施する（してきた）取組メニューに「◯」を付けてください。

（２）「令和4年度又は令和5年度の取組」には、実施する取組メニューが2つ以上必要です。そのうち1つ以上
は, 新しい取組、従来の取組の強化・拡大（「◎」で記入）を含むようにしてください。

化学肥料低減計画書
作付概要

※秋用・春用いずれかに◯をつける

秋用肥料 春用肥料

R4.6月～10月 R4.11月～R5.5月

（注） 当年の肥料費は、秋用肥料については令和４年６月～10月、春用肥料については令和４年11月～令和５年５月に発注し
たことを証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料費を支払ったことを証明する書類（領収書等）または支払い
義務が生じていることを示す書類（請求書等）を提出すること。
なお、肥料の種類、数量、購入費が記載されているものに限る。

私は、添付した領収書（請求書）等記載の肥料（肥料費）について以下のとおり、確約します。

令和４年秋肥又は令和５年春肥として確実に購入し、自らの農業生産に使用します。

※チェック欄にチェックした上で署名してください。

氏名（自署）

作物名 作付面積（ha）

その他

計





１．振込先

３．注意事項（該当するものに◯をつける）

※確約がない場合は、事業の申請ができません。
※個人情報は、本事業以外の用途には使用しません。

○をつける 確約事項

下記について確約する。

令和４年秋肥又は令和５年春肥として確実に購入し、自らの農業生産に使用します。

振込手数料が控除された金額を支援金として受け取ることを了承します。

以下の場合には、支援金を返還すること、又は交付されないことに異存ありません。
・提出書類において、虚偽の内容の申請をしたことが判明した場合

・正当な理由がなく、化学肥料低減計画書に記載した取組を実施していないことが判明した場
合

重複申請あり（他の取組実施者にも申請）

取組実施者名（ ）

重複申請なし

２．添付書類

通帳の写し（振込口座が確認できる通帳の表裏の写し等）

金融機関名

支店名

金融機関コード

店舗コード

種別 普通 ・ 当座

口座番号

フリガナ

口座名義

振込先口座申請書兼確約書


